
発行／熊本県芦北町議会　編集／議会広報委員会　TEL（0966）82-2511・FAX（0966） 82-2894
印刷／マスミ印刷
発行／熊本県芦北町議会　編集／議会広報委員会　TEL（0966）82-2511・FAX（0966） 82-2894
印刷／マスミ印刷

第71号
令和５年
２月１日 発行

復興元年＋２復興元年＋２
（プラスツー）（プラスツー）

●１２月定例議会（概要）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥Ｐ2　　　

●補正予算‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥Ｐ3

●議案の審議結果‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥Ｐ4

●一般質問‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥Ｐ5～ 7

●特別委員会・常任委員会の閉会中の継続調査‥‥‥‥‥‥‥‥‥Ｐ8～ 9

●議会のうごき・ちょっといっぷく‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥Ｐ10

●１２月定例議会（概要）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥Ｐ2　　　

●補正予算‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥Ｐ3

●議案の審議結果‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥Ｐ4

●一般質問‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥Ｐ5～ 7

●特別委員会・常任委員会の閉会中の継続調査‥‥‥‥‥‥‥‥‥Ｐ8～ 9

●議会のうごき・ちょっといっぷく‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥Ｐ10

前進！ 令和２年７月豪雨災害の復旧・復興事業前進！ 令和２年７月豪雨災害の復旧・復興事業
令和２年災　川口（頭首工）災害復旧工事（湯浦・大川内地区） 1月12日撮影令和２年災　川口（頭首工）災害復旧工事（湯浦・大川内地区） 1月12日撮影
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12月 定 例 議 会12月 定 例 議 会

　

12
月
定
例
議
会
は
、
12
月
６
日
に

招
集
さ
れ
、
12
月
９
日
ま
で
の
４
日

間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
令
和
４
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
係
る
専
決

処
分
の
承
認
１
件
、
令
和
４
年
度
一

般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
７

件
、
条
例
の
制
定
１
件
、
条
例
の
一

部
改
正
３
件
、
監
査
委
員
の
選
任
に

伴
う
同
意
な
ど
人
事
関
係
９
件
及
び

熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約

の
一
部
改
正
を
含
め
た
合
計
22
件
あ

り
、
い
ず
れ
も
審
議
の
結
果
、
原
案

の
と
お
り
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。

　

最
終
日
に
は
、
３
人
の
議
員
が
登

壇
し
、
町
政
全
般
に
わ
た
り
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

（
議
案
の
内
容
と
結
果
は
４
ペ
ー
ジ

に
、
一
般
質
問
の
内
容
は
５
〜
７
ペ

ー
ジ
に
記
載
）

教
育
委
員
会
委
員
の

　
　 

選
任
に
同
意

平
成
30
年
12
月
に
就
任
さ
れ
、

今
回
で
２
期
目
に
な
る
。

德
尾
　
里
美
氏
（
大
野
）

平
成
26
年
12
月
に
就
任
さ
れ
、

今
回
で
３
期
目
に
な
る
。

監
査
委
員
の

　
　
選
任
に
同
意井川　良一氏

（女島）　 

平
成
30
年
12
月
に
就
任
さ
れ
、

今
回
で
２
期
目
に
な
る
。

吉
田
　
典
博
氏
（
八
幡
） 

人
権
擁
護
委
員
に
推
薦

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

　
会
委
員
の 

選
任
に
同
意

【
新
任
】

立
岩  

登
紀
子
氏
（
花
岡
北
）

令
和
２
年
４
月
に
就
任
さ
れ
、

今
回
で
２
期
目
に
な
る
。

藤
井
　
優
一
氏
（
計
石
東
）

平
成
29
年
４
月
に
就
任
さ
れ
、

今
回
で
３
期
目
に
な
る
。

大
塚
　
雄
二
氏
（
田
浦
４
）

【
新
任
】

藤
井
　
哲
郎
氏
（
宮
崎
）

平
成
29
年
２
月
に
就
任
さ
れ
、

今
回
で
３
期
目
に
な
る
。

野
口  

博
司
氏
（
小
田
浦
４
）

平
成
17
年
２
月
に
就
任
さ
れ
、

今
回
で
７
期
目
に
な
る
。

石
井
　
忠
也
氏
（
白
岩
）
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4億7,830万円を追加4億7,830万円を追加

令和４年度 補正予算を承認・可決令和４年度 補正予算を承認・可決

補正後の総額補  正  額（増額）会　　　計　　　名

国民健康保険事業（事業勘定） 

介　護　保　険　事　業

農  業  集  落  排  水  事  業

町　有　温　泉　事　業

奨  学  資  金  貸  付  事  業

１４５億６,１５２万円

３４億２,５９７万円

2４億５,７６７万円

４億２,４６１万円

１億３,４６７万円

３,１４２万円

３億８,０４０万円

２１４億１,６２６万円

４億６,０１５万円

２９８万円

７１１万円

２６３万円

１１２万円

４３２万円

（金額は１万円未満を四捨五入）

今回補正がなかった会計　（後期高齢者医療事業外）

一　　般　　会　　計

合　　　　　　　　計

特　

別　

会　

計

・価格高騰緊急支援給付金事業
　　電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ、
　　家計への影響が大きい低所得者世帯に対し5万円/世帯の給付

・災害復旧事業（令和2年7月豪雨災害分）
・災害復旧事業（令和4年豪雨災害分）
・キャッシュレス決済ポイント還元事業
　　町内店舗でのキャッシュレス利用と導入促進
　　還元率 20％（還元上限額　2万円 /人・１決済事業者）　

・原油価格・物価高騰緊急経済対策支援事業
　　町内商工業者における電力・ガス等の価格高騰に係る
　　負担軽減支援

・町有林施業委託事業
　　地域優良賃貸住宅建築用資材として町有林を活用

・中山間地域総合整備事業
・芦北町すまい支援事業
　　浸水被害地域に嵩上げ等の対策を講じた自宅再建者に
　　対する補助　※追加（25件）分

・漁船用燃油価格高騰対策支援事業
　　漁船用燃料費の価格高騰に係る負担軽減支援

主な事業主な事業

◎一般会計

１億５,２４５万円

１億２,３７２万円
４,２６９万円
４,０００万円

２,５２３万円

１,９１４万円

１,６７３万円
１,２５０万円

１７０万円
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令和４年 第６回芦北町議会(12月定例会議会) 審議結果令和４年 第６回芦北町議会(12月定例会議会) 審議結果

承認第４号

議案第50号

議案第51号

議案第52号

議案第53号

議案第54号

議案第55号

審議結果内　　　　　容議　　　　　案区　分

概要等は、Ｐ２に掲載

専決処分の承認を求めることについて
令和４年度芦北町一般会計補正予算（第４号）

令和４年度芦北町一般会計補正予算（第５号）

令和４年度芦北町国民健康保険事業特別会計
補正予算（第３号）

令和４年度芦北町介護保険事業特別会計補正
予算（第２号）

令和４年度芦北町農業集落排水事業特別会計
補正予算（第３号）
令和４年度芦北町有温泉事業特別会計補正予
算（第２号） 

令和４年度芦北町奨学資金貸付事業特別会計
補正予算（第２号）

芦北町一般職の職員の給与に関する条例及び
芦北町一般職の任期付職員の採用等に関する
条例の一部を改正する条例の制定について

芦北町長等の給与及び旅費に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

議案第61号

同意第３号

同意第４号

同意第５号

同意第６号

同意第７号

同意第８号

諮問第２号

諮問第３号

諮問第４号

議案第56号

議案第57号

議案第58号

議案第59号

議案第60号

芦北町議会議員の報酬及び費用弁償等に関す
る条例の一部を改正する条例の制定について

地方公務員法の一部を改正する法律の施行に
伴う関係条例の整備に関する条例の制定につ
いて
熊本県市町村総合事務組合を組織する地方公
共団体の数の減少及び規約の一部変更につい
て

令和４年度芦北町一般会計補正予算（第６号）

教育委員会委員の任命につき同意を求めるこ
とについて

教育委員会委員の任命につき同意を求めるこ
とについて
監査委員の選任につき同意を求めることにつ
いて

固定資産評価審査委員会委員の選任につき同
意を求めることについて

固定資産評価審査委員会委員の選任につき同
意を求めることについて

固定資産評価審査委員会委員の選任につき同
意を求めることについて

人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
について

人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
について

人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
について

概要等は､Ｐ３に掲載

概要等は､Ｐ３に掲載

可　決

同　意

同　意

同　意

同　意

同　意

同　意

適　任

適　任

適　任

承　認

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

熊本県人事委員会勧告に基づく増額改定
一般職：給料 0.3％（平均）
　　　　勤勉手当 0.1 月
再任用・特定任期付き職員 期末手当：0.05月
国の特別職に準じた取扱いを行い、
町長、副町長、教育長の期末手当を
0.05 月増額とする改定

国の特別職に準じた取扱いを行い、
議会議員の期末手当を 0.05 月増額
とする改定

地方公務員法の一部改正に伴う関係
条例の一括制定

本組合に加盟している構成団体変更
に伴う規約の改正

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決
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災
害
廃
棄

　
　
　

物
の
処
分

体
制
や
処
分
結
果

及
び
今
後
の
課
題

は
何
か
。

　
　
　

竹
﨑
町
長

　

混
乱
の
中
、
被

災
者
優
先
の
も

と
、
熊
本
県
や
多

く
の
自
治
体
、
関

係
団
体
の
支
援
に

よ
り
早
期
に
回
収

体
制
を
構
築
し
小

泉
環
境
大
臣
か
ら

も
高
い
評
価
を
得

た
。
各
位
に
感
謝

申
し
上
げ
る
。

　
　
　

長
﨑
住
民

　
　
　

生
活
課
長

　

収
集
・
運
搬
・

処
理
体
制
は
、
表

１
の
と
お
り
。

　

課
題
は
、
被
災

現
場
に
お
け
る
仮

置
場
の
確
保
。
今

後
も
被
災
地
区
と

情
報
を
共
有
し
対

応
す
る
。

　
　
　

竹
﨑
町
長

　

重
要
課
題
で
あ
り
対
策
の
強
化
を
進
め

「
芦
北
モ
デ
ル
」
の
構
築
を
目
指
す
。

　
　
　

栫
農
林
水
産
課
長

　

深
刻
な
事
態
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
そ
の
他
は
表
２
の
と
お
り
。

楠原清照 議員

令和２年７月豪雨における
   　    災害廃棄物の処分結果は！

一般質問（要約）一般質問（要約）

答答 質

答 答

答 答

平年ごみの12.6年分！　奇跡的な33品目分別処分完遂！平年ごみの12.6年分！　奇跡的な33品目分別処分完遂！

有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害

対
策
の
強
化
策
は
！

有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害

対
策
の
強
化
策
は
！

　
　
　

被
害
の
現
状
と
そ
の
認

　
　
　

識
。
駆
除
体
制
と
今
後
の

対
策
は
。

質

学
校
給
食
の
安
全
安
心
と

地
産
地
消
は
！

学
校
給
食
の
安
全
安
心
と

地
産
地
消
は
！

　
　
　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
現
状
と
、
安

　
　
　

全
安
心
、
地
産
地
消
に
対
す
る

取
組
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　

岩
田
教
育
長

　

安
全
安
心
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
給
食
を
提
供
し
て
い
る
。

　
　
　

田
代
教
育
課
長

　

表
３
の
と
お
り
。

災害時における廃棄物の処理等の支援活動に関する協定書発動（熊本県↔㈳熊本県産業資源循環協会）
国・熊本県・県内自治体支援体制構築（7月 5日、県へ支援要請）

発生ごみ処分量
　　　42,206ｔ
（Ｒ3年度総処理
　   量の12.6年分）

総事業費
26億3,900万円

（表１）災害廃棄物の収集・運搬・処理体制

収集運搬
仮置場（５か所・12種分別受入）
３業者と管理運営委託締結（7/7）
県内市町村支援　延べ447人

運搬処分 結　果

被災現場収集業務
（7/9契約、体制確立実働）
　パッカー車等巡回収集→
被災者等持込み
　　　  軽トラック等→
公費解体  トラック等→

計石
大野
田浦（清掃ｾﾝﾀｰ）
湯浦

田浦（松ヶ崎）

R2/7/5開設
適宜閉鎖

12→33種分別運搬
29か所の処分場へ
コンクリートガラ 20,304ｔ
（再生路盤材リサイクル）
木クズ 6,600ｔ
（チップ化リサイクル）
畳 792ｔ
その他 14,510ｔ

R2/ 7/8 開設
R3/12/1 閉鎖

（表２）有害鳥獣被害の現状や今後の対策等

銃のみ10名

両　方39名

今後の対策駆除実績（頭）被害の現状
（R3年度） 捕獲許可駆除体制

【農作物】
被害面積
15.84ha
被害額
1,573万円

猟友会（135
名）と連携し
猟銃・ワナ
駆除

※狩猟免許
　取得者
　　195名
※地域おこ
　し協力隊
　1名配置

141名
（猟友会員

135名
　  外6名）

計ｲﾉｼｼシカ年度 有害鳥獣被害防止対策協議
会と連携を密にし、捕獲・
防護両面から強化
※シカの場合
括りワナ設置数増
ICT（情報通信技術）活用
国庫補助防護柵設置

R元
R２
R３

1,010
1,189
1,355
1,895

699
774
726
1,063

311
415
629
832R4.11末【森林】

被害面積
139.83ha
※人工林
　面積の
　1.2％

内訳

ワナのみ92名 【補助金交付実績】
防護柵設置 85件 503万円
ワナ免許取得 5件 6万円
捕獲 1,387頭 726万円
※イノシシ・シカ 12,000円/頭
（県 7,000円・町 5,000円）

捕獲後の処分

捕獲者自らが所有地に埋設

（表３）学校給食の安全安心、地産地消の取組

米や旬の食材を中
心に、地元生産者
等から購入
献立表や給食だよ
りで地産地消を周
知
各学校で栄養士指
導時に地産地消の
学習実施

給食センターの現状 安全安心の取組 地産地消の取組

町内小中学校
　８校外
給食1,200人分提供
職員等所長以下
５人
（うち栄養士２人）
調理業務：民間
委託

「学校給食衛生管理基準」
に則り運営
調理場内：フルドライ方式
紫外線細菌除去装置設置異
物混入防止検査、監視職員
衛生検査・研修実施アレル
ギー食専用調理室作業区分
導線管理で混同防止

【提言等】 ①オーガニック（有機野菜や自然栽培等化学肥料と農薬を使用しない
　　　　 農法で栽培された農産物）給食の積極導入を！　②まずは米の全量を
　　　　 オーガニックに！

【提言等】 ①緊急対策の計画実施を！②大規模集中捕獲の実施を！③捕獲補助金を１年通して交付を！
　　　　 ④捕獲補助金を非課税に！⑤ムジナ等小動物捕獲強化対策を！⑥捕獲後処分先の確保等検討を！

質
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マ
ス
ク
の
着
用
に
つ
い
て
も
、

文
部
科
学
省
か
ら
の
通
知
に
基
づ

き
、
活
動
場
所
や
活
動
場
面
に
応

じ
て
対
応
し
て
い
る
。
例
え
ば
体

育
の
授
業
や
部
活
動
、
登
下
校
の

際
に
は
感
染
対
策
を
行
う
こ
と

で
、
マ
ス
ク
の
着
用
は
求
め
て
い

な
い
。

　

町
は
、
こ
れ
ま
で
体
温
検
知
カ

メ
ラ
な
ど
の
設
置
や
手
洗
い
場
の

増
設
の
ほ
か
、
遠
隔
授
業
に
対
応

で
き
る
環
境
整
備
を
行
っ
て
い

る
。

　
　
　

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、

　
　
　

こ
の
一
年
、
学
校
校
則
の

見
直
し
も
全
国
的
な
話
題
と
な
っ

て
い
る
。
小
中
学
校
の
校
則
に
児

童
生
徒
及
び
保
護
者
の
意
見
は
反

映
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　

岩
田
教
育
長

　

毎
年
、
学
年
末
や
学
年
始
め
の

職
員
会
議
で
見
直
す
と
と
も
に
、

児
童
生
徒
等
か
ら
要
望
が
あ
っ
た

場
合
は
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し

を
行
っ
て
い
る
。
見
直
し
を
行
う

際
は
、
保
護
者
や
児
童
生
徒
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

基
づ
き
、
医
師
か
ら
の
診
断
を
踏

ま
え
１
か
月
の
範
囲
内
で
試
験
的

に
勤
務
さ
せ
る
試
し
出
勤
を
取
り

入
れ
、
状
況
や
体
調
を
考
慮
し
な

が
ら
、
復
職
に
向
け
た
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

　
　
　

染
症
予
防
対
策
に
つ
い

て
は
、
世
界
各
地
、
全
国
各
地
で

も
規
制
の
緩
和
が
進
ん
で
き
て

い
る
。
本
町
小
中
学
校
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
対
策
は
、
現
在
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

　
　
　

田
代
教
育
課
長

　

現
在
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
予
防
対
策
に
つ
い
て
は
、

熊
本
県
教
育
長
か
ら
の
通
知
に
基

づ
き
、
感
染
症
防
止
対
策
の
徹
底

を
図
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
手
洗
い
な

ど
の
手
指
消
毒
、
マ
ス
ク
着
用
、

室
内
換
気
な
ど
の
基
本
的
な
感
染

症
防
止
対
策
の
ほ
か
、
授
業
に
関

し
て
は
、
熊
本
県
の
リ
ス
ク
レ
ベ

ル
に
応
じ
た
対
応
を
行
っ
て
い

る
。

　
　
　

本
町
職
員
は
、
芦
北
町
を

　
　
　

支
え
る
大
き
な
縁
の
下
の

力
持
ち
で
あ
り
、
本
町
の
維
持
、

成
長
、
発
展
に
は
必
要
不
可
欠
な

存
在
で
あ
る
。
近
年
、
男
女
共
同

参
画
基
本
法
を
ベ
ー
ス
に
、
全
国

各
地
で
男
女
共
同
参
画
が
推
進
さ

れ
て
い
る
。
本
町
職
員
の
男
女
比

率
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

松
本
総
務
課
長

　

令
和
４
年
４
月
１
日
現
在
で
の

数
値
は
、
男
性
職
員
１
６
７
人
、

比
率
77
％
、
女
性
職
員
50
人
、
比

率
23
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

有
給
休
暇
、
育
児
休
業
等

　
　
　

の
取
得
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
　
　

松
本
総
務
課
長

　

直
近
３
年
間
の
年
次
有
給
休
暇

の
職
員
１
人
当
た
り
の
取
得
状
況

は
、
令
和
元
年
度
が
8.1
日
、
令
和

２
年
度
が
7.2
日
、
令
和
３
年
度
が

7.7
日
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

本
町
職
員
へ
の
メ
ン
タ
ル

　
　
　

ヘ
ル
ス
支
援
及
び
休
職
職

員
に
対
す
る
復
職
支
援
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

松
本
総
務
課
長

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て

は
、
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
芦
北

町
職
員
安
全
衛
生
管
理
規
定
に
基

づ
い
て
、
平
成
24
年
度
か
ら
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
専
門
の
産
業
医
を
選

任
し
て
い
る
。
ま
た
、
全
職
員
を

対
象
に
シ
ー
ト
を
用
い
た
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
や
職
員
向
け
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
会
を
開
催
し
、

産
業
医
と
連
携
し
た
メ
ン
タ
ル
不

調
の
予
兆
把
握
や
予
防
に
努
め
て

い
る
。
さ
ら
に
、
残
業
時
間
が
80

時
間
を
超
え
る
職
員
に
つ
い
て

は
、
産
業
医
へ
の
情
報
提
供
を
行

う
と
と
も
に
、
産
業
医
と
の
面
談

を
勧
奨
し
て
お
り
、
早
期
対
応
に

資
す
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。
加

え
て
、
入
庁
１
年
目
の
職
員
に
対

し
て
は
、
先
輩
職
員
１
名
を
マ
ッ

チ
ン
グ
し
て
、
相
談
や
助
言
を
行

う
「
メ
ン
タ
ー
・
メ
ン
テ
ィ
制

度
」
を
設
け
て
お
り
、
マ
ン
ツ
ー

マ
ン
で
の
フ
ォ
ロ
ー
を
行
っ
て
い

る
。

　

休
職
職
員
の
復
職
支
援
に
つ
い

て
は
、
休
職
期
間
中
に
お
い
て
も

定
期
的
な
主
治
医
の
診
察
及
び
総

務
課
職
員
に
よ
る
現
状
把
握
の
た

め
の
面
談
を
逐
次
行
っ
て
い
る
。

　

復
職
支
援
に
当
た
っ
て
は
、
芦

北
町
職
員
試
し
出
勤
実
施
要
綱
に

百田翔吾 議員

芦北町職員の働く環境と
　　　 メンタルヘルス支援は！

一般質問（要約）一般質問（要約）

答

答 答質質 質

答

小
中
学
校
校
則
の

見
直
し
は
！

小
中
学
校
校
則
の

見
直
し
は
！

質

質答

小
中
学
校
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
対
策
は
！

小
中
学
校
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
対
策
は
！
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ト
20
％
還
元
事
業
を
4
千
万
円
の

予
算
で
実
施
す
る
。

　
　
　

栫
農
林
水
産
課
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
以
降
、
事
業
継
続
支

援
金
や
利
子
補
給
補
助
金
な
ど
農

林
漁
業
者
に
対
す
る
支
援
を
強
化

し
て
い
る
。
令
和
3
年
度
ま
で
に

10
事
業
、
総
額
３
千
3
5
1
万
円

の
補
助
金
等
を
支
出
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
漁
協
の
経
営

支
援
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
水
産
業
振
興
補
助

金
2
千
2
9
3
万
円
や
畜
産
農
家

の
飼
料
高
騰
対
策
と
し
て
、
畜
産

経
営
継
続
支
援
事
業
補
助
金
を
予

算
化
し
て
い
る
。
新
た
な
対
策
と

し
て
は
、
漁
船
用
燃
油
価
格
高
騰

対
策
支
援
事
業
を
1
7
0
万
円
の

予
算
で
実
施
す
る
。

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
な
ど
を
踏
ま

え
、
現
在
の
と
こ
ろ
住
民
税
非
課

税
世
帯
な
ど
を
対
象
と
し
た
町
独

自
の
支
援
を
行
う
考
え
は
な
い

が
、
今
後
も
引
き
続
き
、
国
、
県

に
よ
る
支
援
施
策
の
動
向
を
注
視

す
る
。

　
　
　

釜
商
工
観
光
課
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
が
始
ま
っ
た
令
和
２

年
３
月
か
ら
、
5
年
間
の
災
害
時

等
特
別
資
金
利
子
補
給
補
助
金
な

ど
、
商
工
業
者
に
対
す
る
支
援
を

強
化
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
令
和
3
年
度
ま
で
に
コ

ロ
ナ
対
策
と
災
害
復
旧
対
策
を
合

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
収
束
の
見
通
し
が
立
た
ず
、

物
価
高
も
続
い
て
お
り
、
景
気
の

減
速
と
と
も
に
町
民
の
生
活
も
厳

し
く
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　

住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど

　
　
　

に
国
が
支
給
す
る
５
万
円

（
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
事

業
）
と
は
別
に
、
住
民
税
非
課
税

世
帯
な
ど
を
対
象
と
し
た
芦
北
町

独
自
の
支
援
を
行
う
考
え
は
な

い
か
。

　

ま
た
、
商
工
業
者
及
び
農
林
水

産
業
者
に
芦
北
町
独
自
の
支
援
を

行
う
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

竹
﨑
町
長

　

本
町
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
確
認
さ
れ

た
令
和
２
年
か
ら
国
民
健
康
保
険

税
の
減
免
や
安
心
子
育
て
応
援
給

付
事
業
、
生
活
応
援
券
事
業
、
農

林
漁
業
応
援
給
付
事
業
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
に
よ
る
ポ
イ
ン
ト

還
元
事
業
な
ど
、
す
で
に
累
次
に

わ
た
る
独
自
の
支
援
策
を
講
じ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
本
定
例
会
に
お

い
て
も
新
た
な
支
援
策
（
表
１
）

の
追
加
を
提
案
し
て
お
り
、
今
後

も
、
国
の
対
策
を
注
視
し
な
が
ら

関
係
機
関
と
の
連
携
・
調
整
を
図

り
、
必
要
な
支
援
策
を
検
討
す

る
。

　
　
　

池
田
福
祉
課
長

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
に

は
、
令
和
3
年
度
か
ら
国
の
経
済

対
策
な
ど
に
よ
り
、
１
世
帯
10
万

円
の
支
援
を
実
施
し
た
。
今
回
、

価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
事
業
に

よ
り
、
1
世
帯
5
万
円
が
さ
ら
に

支
援
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
コ
ロ

ナ
禍
及
び
価
格
高
騰
が
要
因
と
な

る
生
活
困
窮
の
相
談
等
は
あ
っ
て

い
な
い
。

　

令
和
3
年
度
か
ら
住
民
税
非
課

税
世
帯
や
ひ
と
り
親
の
子
育
て
世

帯
を
対
象
に
、
国
の
「
子
育
て
世

帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
」
に
よ

り
対
象
児
童
1
人
に
つ
き
５
万
円

の
支
援
な
ど
を
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
本
町
で
は
、
18
歳
ま
で

の
子
ど
も
医
療
費
無
償
化
や
保
育

園
児
の
副
食
費
無
償
化
な
ど
に
も

コロナ禍における物価高
　町独自の対応はどうなっているのか！

川尻成美 議員

一般質問（要約）一般質問（要約）

わ
せ
15
事
業
、

総
額
1
億
8
千

5
5
0
万
円
の

補
助
金
等
を
支

出
し
て
い
る
。

　

な
お
、
今
後

の
物
価
高
騰
対

策
と
し
て
は
、

町
内
商
工
事
業

者
に
対
し
て
、

年
間
事
業
収
入

に
応
じ
て
、
総

額
2
千
５
２
3

万
円
の
支
援
金

を
給
付
す
る
ほ

か
、
第
2
弾
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
ポ
イ
ン

答 質答

答

答

（表１）新たな支援策の主なもの　　　　（単位：千円）
事　　　業　　　名 予算額

152,450

2,240

9,541

1,700

40,000

25,230

4,320

キャッシュレス決済ポイント還元事業
　町内店舗におけるキャッシュレス利用と導入促進
　還元率 20％（還元上限額 ２万円 / 人・1決済事業者）

臨時奨学資金給付
　奨学資金貸与者に対し物価高騰対策として月 1万円給付

原油価格・物価高騰緊急経済対策支援事業
　町内商工事業者における電力・ガス等の価格高騰に係る負担軽減支援

漁船用燃油価格高騰対策支援事業
　漁船用燃料費の価格高騰に係る負担軽減支援

施設整備における建築資材価格高騰対策支援事業
　保育所等整備事業を活用し施設整備を実施している事業者への建築資
材価格高騰対策支援

保育所等電力・ガス等高等対策支援事業
　保育所等における電力・ガス等の価格高騰に係る負担軽減支援

価格高騰緊急支援給付事業
　電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ家計への影
響が大きい低所得者に対し１世帯あたり５万円の給付

【
ま
と
め
】

　

こ
れ
ま
で
の
コ
ロ
ナ
対
策
、

物
価
高
騰
対
策
等
に
は
国
か
ら

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

（
コ
ロ
ナ
交
付
金
）
を
活
用

し
、
芦
北
町
独
自
の
事
業
を
実

施
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
十
分

理
解
し
て
い
る
。

　

今
後
も
災
害
復
旧
に
加
え
コ

ロ
ナ
禍
や
物
価
高
は
続
く
と
思

わ
れ
る
の
で
、
消
費
者
の
声
を

把
握
さ
れ
新
年
度
の
予
算
に
対

し
て
は
、
十
分
配
慮
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
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11
月
15
日
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災

害
復
旧
事
業
に
つ
い
て
、
治
山
事
業

（
田
川
地
区
・
花
岡
地
区
）、
頭
首
工
復

旧
事
業
（
国
見
地
区
・
告
地
区
）、
農

地
復
旧
事
業
（
宮
浦
地
区
）
の
現
地
調

査
を
行
い
、
工
事
の
進
捗
状
況
等
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

各
工
事
現
場
の
状
況
等
に
つ
い
て

は
、
林
野
庁
九
州
森
林
管
理
局
、
熊
本

県
芦
北
地
域
振
興
局
及
び
芦
北
町
農
林

水
産
課
の
職
員
か
ら
説
明
を
受
け
る
と

と
も
に
、
災
害
に
つ
い
て
は
、
令
和
2

年
だ
け
で
な
く
、
令
和
3
年
及
び
4
年

に
も
発
生
し
て
お
り
、
全
体
的
な
復
旧

委員長：宮尾 秀行　副委員長：楠原 清照
　委員：寺本 修一・川尻 成美・坂本　 登・林田 燿宏・長口　 隆
委員長：宮尾 秀行　副委員長：楠原 清照
　委員：寺本 修一・川尻 成美・坂本　 登・林田 燿宏・長口　 隆

治山事業の調査【佐敷新町　實照寺の裏山】

に
苦
慮
さ
れ
て
い
る
面
も
あ
る
が
、
安

全
な
工
事
監
理
を
行
い
、
一
日
も
早
い

創
造
的
復
興
の
実
現
に
向
け
、
精
一
杯

頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
旨
の
要
望
を
致

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
復
旧
工
事
全
体
の
完
成
率

は
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
計
画
的
に

取
り
組
ま
れ
た
関
係
各
位
の
御
尽
力
に

よ
り
、
12
月
末
時
点
で
約
50
％
と
な

り
、
そ
の
成
果
も
町
内
各
地
で
現
れ
て

お
り
、
着
実
に
前
進
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
当
委
員
会
で
は
、
今
後
も
創

造
的
復
興
の
早
期
実
現
に
向
け
、
継
続

し
て
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

10
月
24
日
、
東
京
都
の
ホ
テ
ル
ル
ポ
ー
ル
麹
町

に
お
い
て
、
町
議
会
議
員
と
し
て
35
年
以
上
在
職

し
、
地
方
自
治
及
び
議
会
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
寺
本
修
一
議
員
に
、
総
務
大
臣
か
ら
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
寺
本
修
一
議
員
は
、「
こ
の
よ
う
な
有
難

い
感
謝
状
を
頂
戴
で
き
ま
し
た
の
は
、
町
民
の
皆

様
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
の
御
理
解
と
御
支
援
の

お
か
げ
で
す
。
今
後
も
、
ま
す
ま
す
精
進
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
、
改
め
て
感
じ
て
お
り
ま
す
。」

と
力
強
く
喜
び
の
感
想
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

令和2年7月豪雨災害復旧・復興対策調査特別委員会令和2年7月豪雨災害復旧・復興対策調査特別委員会

寺本修一議員に「総務大臣感謝状」の贈呈寺本修一議員に「総務大臣感謝状」の贈呈

災害復旧事業の調査：災害復旧は着実に前進！（全体の完成率は、約 50％）災害復旧事業の調査：災害復旧は着実に前進！（全体の完成率は、約 50％）



委員長：草野　安道　副委員長：白坂　康浩
　委員：寺本　修一・宮尾　秀行・寺本　順一・坂本　登・長口　隆
委員長：草野　安道　副委員長：白坂　康浩
　委員：寺本　修一・宮尾　秀行・寺本　順一・坂本　登・長口　隆
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委員長：林田　燿宏　副委員長：楠原　清照
　委員：岡部惠美子・川尻　成美・元山　秀志・百田　翔吾
委員長：林田　燿宏　副委員長：楠原　清照
　委員：岡部惠美子・川尻　成美・元山　秀志・百田　翔吾

難
所
も
新
た
に
開
設
さ
れ
、
住

民
の
声
が
十
分
に
活
か
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

委
員
か
ら
芦
北
イ
ン
タ
ー
か

ら
見
え
る
花
岡
高
台
は
、
供
用

さ
れ
て
い
る
の
か
と
の
質
問
が

あ
り
、
大
雨
時
に
車
両
等
の
避

難
場
所
と
し
て
2
回
開
設
し
、

約
30
台
の
利
用
が
あ
っ
た
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
委
員
会
で
は
、
今

後
も
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
危
機
管
理
体
制
に
つ

い
て
は
、
継
続
し
て
調
査
を
行

い
ま
す
。

　

11
月
17
日
、
災
害
に
対
す
る

危
機
管
理
体
制
に
つ
い
て
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

担
当
の
総
務
課
で
は
、
令
和

3
年
7
月
新
た
に
危
機
管
理
防

災
室
を
新
設
及
び
危
機
管
理
監

を
採
用
し
、
現
在
5
名
体
制
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
2
年
の
7
月
豪
雨
災
害

後
、
台
風
や
大
雨
な
ど
に
よ

り
、
自
主
避
難
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
た
び
に
避
難
所
の
運

営
も
改
善
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
感
染

対
策
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
テ
ン

ト
、
簡
易
ベ
ッ
ド
、
マ
ッ
ト
等

の
増
設
や
今
年
度
は
ペ
ッ
ト
避

　

委
員
か
ら
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

食
は
全
体
の
何
％
で
、
ど
の
よ

う
な
対
応
を
取
っ
て
い
る
の
か

と
の
質
問
が
あ
り
、
全
体
の
1.7

％
の
18
人
分
で
、
献
立
は
変
え

ず
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
な
い
代
替

食
材
で
対
応
し
て
い
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

※
調
査
の
概
要
は
左
の
と
お
り

で
す
。

　

11
月
21
日
に
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
施
設
管
理
及
び
運
営
に

関
す
る
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
教
育
課
か
ら
事
業
概

要
の
説
明
を
受
け
、
施
設
（
調

理
室
）
を
見
学
、
質
疑
応
答
を

行
い
、
最
後
に
地
元
の
食
材
が

使
わ
れ
た
そ
の
日
の
献
立
の
給

食
を
食
べ
、
今
の
児
童
・
生
徒

が
ど
の
よ
う
な
給
食
を
食
べ
て

い
る
の
か
を
体
験
し
ま
し
た
。

【施　設】　平成 23年度竣工（築 11年）
【給食数】　小学校児童 665 人､中学校生徒 384 人､
　教職員 168 人、芦北支援学校等 35人　計 1,252 人分
【地産地消の取組】　団体（5団体）、個人（10人）計 23品目購入
【運営について】　令和４年度から「調理業務」を民間委託
　13～ 15名体制で調理
【物価高騰に伴う助成】
　食材費の高騰分（約 10％）を町から給食運営委員会へ助成

【施　設】　平成 23年度竣工（築 11年）
【給食数】　小学校児童 665 人､中学校生徒 384 人､
　教職員 168 人、芦北支援学校等 35人　計 1,252 人分
【地産地消の取組】　団体（5団体）、個人（10人）計 23品目購入
【運営について】　令和４年度から「調理業務」を民間委託
　13～ 15名体制で調理
【物価高騰に伴う助成】
　食材費の高騰分（約 10％）を町から給食運営委員会へ助成

◆給食（牛乳、チーズパン、
　甘夏サラダ、ペンネのクリームスープ）

花岡高台避難場所

◆２階会議室からの調理作業風景

総務厚生常任委員会総務厚生常任委員会

建設経済文教常任委員会建設経済文教常任委員会

危機管理体制の調査：避難所運営等に住民の声届く！危機管理体制の調査：避難所運営等に住民の声届く！

給食センターの調査：施設の衛生管理やアレルギー対策等も万全！給食センターの調査：施設の衛生管理やアレルギー対策等も万全！
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ま
た
、
全
体
講
評
の
中
で
は
、
企

画
力
を
発
揮
し
た
特
集
記
事
が
効
果

的
で
あ
り
、「
伝
え
る
」
と
「
伝
わ

る
」
の
差
を
考
え
、
読
み
手
を
「
お

っ
と
！
」
と
思
わ
せ
る
工
夫
が
必
要

で
あ
る
等
の
助
言
が
あ
り
、
た
い
へ

ん
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
町
は
、
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

に
議
会
だ
よ
り
第
68
号
を
提
出
し
ま

し
た
が
選
外
と
な
り
、
審
査
員
か
ら

は
、 

①
全
体
的
に
古
臭
い
②
見
出
し

の
工
夫
が
必
要
③
委
員
長
報
告
は
読

ま
せ
る
工
夫
が
足
り
な
い
な
ど
厳
し

い
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
今
回

の
評
価
や
本
委
員
会
の
編
集
方
針
を

踏
ま
え
更
な
る
紙
面
刷
新
を
図
り
ま

す
。　
　
　
　
　
　
（
楠
原
清
照
）

　

11
月
24
日
、
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本

に
お
い
て
、
町
村
議
会
広
報
研
修
会

が
開
催
さ
れ
、
議
会
広
報
委
員
４
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
議
会
広
報
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
タ
ー
の
越
地
真
一
郎
氏
の
進
行
に

よ
り
、
熊
本
県
町
村
議
会
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
で
入
選
さ
れ
た
議
会
の
広
報

委
員
長
5
人
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し

て
、「
何
が
、
ど
う
違
う
の
か
〜
創

意
工
夫
の
取
り
組
み
に
学
ぶ
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
は
、
企
画
か

ら
編
集
ま
で
編
集
委
員
の
み
で
苦
労

し
な
が
ら
行
っ
て
い
る
実
情
や
、
特

集
記
事
を
掲
載
す
る
際
の
工
夫
等
に

つ
い
て
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

10月31日　南九州西回り自動車道の早期実現
　　　　　に関する要望活動（福岡市）
11月  9日　第66回町村議会議長全国大会
　　　　　（東京都）
　　 10日　水俣・芦北地域振興計画の推進に
　　　　係る要望活動（東京都）
　　 11日　南九州西回り自動車道建設促進大
　　　　会（東京都）
　　 15日　令和２年7月豪雨災害復旧・復興対
　　　　策調査特別委員会（閉会中の継続調査）
　　 17日　総務厚生常任委員会（閉会中の継続
　　　　調査）
　　 18日　和水町議会総務文教常任委員会視
　　　　察研修来町
　　 21日　建設経済文教常任委員会（閉会中の
　　　　継続調査）
　　 24日　熊本県町村議会議長会（議会広報研
　　　　修会）
　　 30日　議会運営委員会
　　　　　全員協議会
12月  4日　球磨川流域橋梁（坂本橋・鎌瀬橋・大
　　　　瀬橋・松本橋・沖鶴橋）着工式典
　　 6日　12月定例議会（議案審議）
　　 9日　12月定例議会（一般質問）
　　　　　議会広報委員会
　　 20日　水俣芦北広域行政事務組合議会定
　　　　例会
１月16日　議会広報委員会

議会のうごき議会のうごき

ち
ょ
っ
と

　

い
っ
ぷ
く

ち
ょ
っ
と

　

い
っ
ぷ
く

次の議会は３月上旬の予定です次の議会は３月上旬の予定です

　

昨
年
末
の
新
聞
記
事
に
「
技
能
実
習

制
度
存
続
廃
止
含
め
検
討
」
と
あ
り
ま

し
た
。

　

日
本
人
を
信
頼
し
て
母
国
を
旅
立
っ

た
外
国
の
若
者
を
「
労
働
者
」
と
し
て

受
け
入
れ
た
な
ら
、
謙
虚
な
心
で
接
す

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

世
の
中
は
信
頼
で
成
り
立
っ
て
お

り
、
多
く
の
人
を
運
ぶ
旅
客
機
も
極
小

の
半
導
体
の
信
号
で
操
縦
す
る
信
頼
が

な
け
れ
ば
乗
れ
ま
せ
ん
。
大
臣
も
教
師

も
地
方
議
員
も
信
頼
が
無
く
な
れ
ば
資

質
が
問
わ
れ
ま
す
。

　

新
年
こ
そ
は
災
害
も
な
く
平
穏
な
一

年
に
な
る
よ
う
願
う
と
と
も
に
、
さ
ら

に
信
頼
さ
れ
る
議
会
活
動
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
年
末
年
始
で
し

た
。　
　
　
　
　
　
　

（
宮
尾
秀
行
）

議会の会議録は、芦北町ホームページに掲載しております。議会の会議録は、芦北町ホームページに掲載しております。

議会広報委員会

委 

員 

長

副
委
員
長

委　
　

員

　

 

〃 　

　

 

〃 　

　

 

〃 　

楠　

原　

清　

照

長　

口　
　
　

隆

川　

尻　

成　

美

宮　

尾　

秀　

行

寺　

本　

順　

一

林　

田　

燿　

宏

熊本県町村議会広報研修会熊本県町村議会広報研修会

越地氏（左から２人目）の進行によるパネルディスカッション


